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若
い
世
代
の
人
口
流
出
に
歯
止
め

を
か
け
る
、
京
阪
神
を
中
心
に
瀬

戸
内
市
で
ゆ
っ
た
り
と
暮
ら
し
た

い
人
に
対
し
て
さ
ら
な
る
魅
力
発

信
と
高
齢
に
な
っ
て
か
ら
も
安
心

し
て
生
活
で
き
る
環
境
の
整
備
を

考
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
取
り
組
み
を
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
な
ど
に
よ
っ
て

具
体
的
に
検
討
し
、
住
み
続
け
る

こ
と
の
安
心
感
や
し
あ
わ
せ
感
を

持
つ
こ
と
が
で
き
る
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
ま
す
。

　

市
政
運
営
上
特
に
重
要
で
戦
略

的
か
つ
組
織
横
断
的
な
検
討
が

必
要
な
案
件
に
つ
い
て
は
、
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
設
置
し
、
検

討
を
重
ね
て
い
ま
す
。

　
「
新
病
院
建
設
構
想
検
討
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
」
で
は
、
５
月

に
設
置
後
、
病
院
事
業
部
が
事
務

局
を
持
つ
検
討
委
員
会
と
連
携
し

な
が
ら
検
討
を
進
め
ま
し
た
。
計

８
回
の
会
議
を
開
催
し
、
主
に
新

病
院
の
機
能
・
規
模
、
地
域
包
括

ケ
ア
実
現
の
た
め
に
求
め
ら
れ
る

機
能
・
規
模
、
建
設
候
補
地
、
経

営
形
態
な
ど
に
つ
い
て
の
協
議
を

進
め
、
基
本
構
想
の
と
り
ま
と
め

の
最
終
段
階
に
あ
り
ま
す
。

　
「
新
図
書
館
整
備
検
討
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
チ
ー
ム
」
で
は
、
会
議
の

開
催
や
複
数
の
先
進
地
視
察
な
ど

を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
結
果
に
基

づ
き
、
新
施
設
の
理
念
や
目
的
、

基
本
的
な
機
能
な
ど
に
つ
い
て
整

理
し
た
「
新
図
書
館
整
備
基
本
構

平
成
23
年
度
当
初
予
算
（
案
）

　

当
初
予
算
の
編
成
に
当
た
っ
て

は
、
市
の
経
営
指
針
で
あ
る
第
２

次
瀬
戸
内
市
総
合
計
画
に
掲
げ
る

将
来
像
「
人
と
自
然
が
織
り
な
す

し
あ
わ
せ
実
感
都
市　

瀬
戸
内
」

の
実
現
の
た
め
、
財
政
運
営
適
正

化
計
画
の
第
一
目
標
で
あ
る
「
歳

入
に
見
合
っ
た
歳
出
構
造
へ
の
転

換
」「
基
金
を
取
り
崩
さ
な
く
て

も
収
支
の
均
衡
が
と
れ
る
財
政
体

質
の
確
立
」
を
目
指
し
ま
し
た
。

　

当
初
予
算
（
案
）
で
は
、
一
般

会
計
予
算
の
歳
入
の
う
ち
、
市
税

に
つ
い
て
は
、
個
人
市
民
税
が
景

気
後
退
の
影
響
な
ど
で
対
前
年
比

６・３
％
（
９
、７
４
９
万
円
）
の

減
と
見
込
ん
で
い
ま
す
。一
方
で
、

法
人
市
民
税
が
企
業
業
績
の
回

復
な
ど
か
ら
対
前
年
比
３５
・
６
％

（
１
億
３
、８
６
７
万
円
）
の
増
と

見
込
ん
で
い
る
た
め
、
市
税
全

体
で
は
対
前
年
比
１・３
％
（
５
、

９
０
１
万
円
）
の
増
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

地
方
交
付
税
に
つ
い
て
は
、
人

口
減
に
よ
る
減
少
が
見
込
ま
れ
る

も
の
の
、
地
方
の
地
域
活
性
化
・

雇
用
・
子
育
て
施
策
な
ど
の
継
続

的
な
取
り
組
み
に
必
要
な
特
別
枠

「
地
域
活
性
化
・
雇
用
等
対
策
費
」

に
よ
る
財
源
の
確
保
や
税
収
の
動

向
な
ど
か
ら
、対
前
年
比
１・３
％

（
６
、０
０
０
万
円
）
の
増
と
見
込

ん
で
い
ま
す
。

　

市
債
は
、
地
方
財
源
の
不
足
を

補
て
ん
す
る
た
め
の
臨
時
財
政
対

策
債
は
対
前
年
比
７
・
１
％
（
６
、

０
０
０
万
円
）
の
増
と
見
込
ん
で

い
ま
す
が
、
財
政
運
営
適
正
化

計
画
に
基
づ
き
、
市
債
の
発
行
額

を
抑
制
し
た
こ
と
か
ら
、
市
債
全

体
で
は
対
前
年
比
７
・５
％
（
９
、

１
９
０
万
円
）
の
減
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

歳
出
で
は
、
義
務
的
経
費
が
全

体
の
約
52
％
を
占
め
て
お
り
、
償

還
の
ピ
ー
ク
を
過
ぎ
た
公
債
費

は
減
少
し
た
も
の
の
、
錦
海
塩
田

跡
地
の
振
興
や
図
書
館
の
整
備
な

ど
に
係
る
職
員
の
配
置
、
地
方
議

会
議
員
年
金
制
度
の
廃
止
に
伴
う

負
担
金
の
増
額
な
ど
に
よ
る
人
件

費
、
社
会
保
障
費
の
自
然
増
や
子

ど
も
手
当
の
増
額
、
中
学
生
ま
で

の
医
療
費
の
無
料
化
な
ど
に
よ
る

扶
助
費
の
増
加
に
よ
り
対
前
年
比

２・８
％
の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

投
資
的
経
費
で
は
、
翌
年
度
工

　

国
勢
調
査
の
速
報
値
に
よ
る
と

本
市
の
人
口
は
平
成
17
年
と
比
較

し
て
１
、２
０
０
人
程
度
減
少
し

て
い
る
こ
と
が
判
明
し
ま
し
た
。

　

岡
山
県
全
体
が
減
少
傾
向
に
あ

る
中
で
、
減
少
の
割
合
は
比
較
的

大
き
く
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
人
口

減
少
の
速
度
を
緩
め
、
地
域
間
の

バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
持
続
可
能
な

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。

　

住
民
基
本
台
帳
の
デ
ー
タ
な
ど

か
ら
本
市
の
特
徴
と
し
て
推
測
さ

れ
る
こ
と
と
し
て
、
転
入
と
転
出

の
差
は
大
き
く
な
い
も
の
の
、
比

較
的
若
い
世
代
の
転
出
が
見
ら

れ
、
結
果
的
に
人
口
が
自
然
減
少

し
て
い
く
状
況
と
な
っ
て
い
る
点

が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　

他
方
、
京
阪
神
方
面
か
ら
の
転

入
も
一
定
程
度
見
ら
れ
、
県
外
か

ら
瀬
戸
内
市
に
魅
力
を
感
じ
る
人

が
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

こ
れ
ら
を
踏
ま
え
て
、今
後
は
、

３
０
％
減
量
」
を
目
標
に
掲
げ
て

推
進
し
て
い
ま
す
が
、
現
在
の
と

こ
ろ
５
％
前
後
の
減
量
で
推
移
し

て
い
る
状
況
で
す
。
本
年
度
の
取

り
組
み
を
継
続
し
、
今
後
市
民
一

人
ひ
と
り
へ
の
働
き
か
け
を
さ
ら

に
積
極
的
に
行
う
た
め
の
具
体
的

な
施
策
の
検
討
を
進
め
て
い
く
予

定
で
す
。

　
「
定
住
化
検
討
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

チ
ー
ム
」
で
は
、
ま
だ
検
討
を
始

め
た
ば
か
り
で
す
が
、
主
と
し
て

若
年
層
世
帯
の
瀬
戸
内
市
内
へ
の

定
住
化
を
促
進
す
る
魅
力
的
な
施

策
の
検
討
を
重
ね
て
い
き
ま
す
。

　
「
錦
海
塩
田
跡
地
活
用
検
討
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
」
は
、
担
当

課
だ
け
で
は
検
討
が
困
難
な
錦
海

塩
田
跡
地
を
取
り
巻
く
諸
課
題
に

つ
い
て
、
ま
ず
は
課
題
を
整
理
し

た
上
で
、
具
体
的
な
対
応
策
や
内

外
と
の
連
携
方
策
に
つ
い
て
、
議

会
と
も
連
携
を
取
り
な
が
ら
検
討

を
深
め
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

想
」
を
本
年
度
中
に
と
り
ま
と
め

る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　
「
生
活
交
通
シ
ス
テ
ム
検
討
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
」
で
は
、
交

通
空
白
地
域
や
い
わ
ゆ
る
交
通
弱

者
等
の
実
態
把
握
に
努
め
る
な
ど

瀬
戸
内
市
に
合
っ
た
生
活
交
通
の

仕
組
み
を
協
議
し
て
い
ま
す
。
７

月
ご
ろ
ま
で
に
は
事
業
者
を
含
め

た
公
共
交
通
会
議
を
開
催
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　
「
子
ど
も
教
育
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

チ
ー
ム
」
で
は
、
教
育
委
員
会
と

保
健
福
祉
部
と
の
連
携
の
下
、
ア

ン
ケ
ー
ト
な
ど
を
実
施
し
た
上

で
、
支
援
セ
ン
タ
ー
の
設
置
や
各

園
で
の
対
応
の
強
化
方
策
な
ど
に

つ
い
て
協
議
を
し
て
い
ま
す
。
今

後
、
こ
れ
ら
の
子
ど
も
支
援
の
諸

施
策
の
具
体
化
に
つ
い
て
さ
ら
に

議
論
を
深
め
て
い
き
ま
す
。　

　
「
ご
み
30
％
減
量
作
戦
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
チ
ー
ム
」
で
は
、
平
成
22

年
度
か
ら
の
３
年
間
で
「
ご
み

事
の
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
か
も
め

施
設
整
備
事
業
や
学
校
教
育
施
設

耐
震
化
整
備
事
業
の
設
計
費
な
ど

を
計
上
し
て
い
ま
す
が
、
市
道
南

北
線
な
ど
の
工
事
完
了
に
よ
り
対

前
年
比
30
・
９
％
の
大
幅
な
減
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
他
の
経
費
で
は
、
補
助
費

等
が
土
地
改
良
事
業
の
償
還
助
成

の
減
な
ど
に
よ
り
減
少
し
て
い
る

も
の
の
、
電
算
シ
ス
テ
ム
の
更
新

な
ど
の
物
件
費
、
下
水
道
事
業
特

別
会
計
の
公
債
費
な
ど
の
増
加
に

よ
る
特
別
会
計
へ
の
繰
出
金
が
増

額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
結
果
、一
般
会
計
予
算
は
、

１
４
０
億
６
、９
１
８
万
８
千
円

と
な
り
、
前
年
度
と
比
較
す
る
と

０・
２
％（
２
、６
６
９
万
５
千
円
）

の
微
増
と
な
り
ま
す
。

防
犯
灯
の
管
理

　　

防
犯
灯
の
電
球
交
換
は
、
４
月

か
ら
中
国
電
力
に
よ
る
無
料
の
取

り
替
え
サ
ー
ビ
ス
が
中
止
さ
れ
る

こ
と
に
伴
い
、
市
所
有
、
自
治
会

所
有
に
か
か
わ
ら
ず
、
市
が
対
応

す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

市
へ
の
連
絡
方
法
な
ど
は
、
３

月
中
に
行
政
委
員
や
市
民
へ
お
知

ら
せ
す
る
予
定
で
す
。

　

ま
た
、
市
が
所
有
す
る
防
犯
灯

は
、
維
持
管
理
コ
ス
ト
な
ど
を
考

慮
し
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
防
犯
灯
に
順
次
切

り
替
え
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

消
費
生
活
相
談
事
業

　

高
齢
者
を
中
心
と
し
た
悪
質
商

法
被
害
の
増
加
が
報
告
さ
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
た
め
、
２
月
に
竹
内

俊
一
弁
護
士
を
講
師
に
迎
え
て
、

「
高
齢
者
被
害
早
期
発
見
・
対
応

勉
強
会
」
を
開
催
し
た
と
こ
ろ
、

高
齢
者
と
関
わ
る
機
会
の
多
い
民

生
委
員
・
児
童
委
員
、
社
会
福
祉

協
議
会
の
協
力
に
よ
り
、
福
祉
委

員
な
ど
３
地
域
で
約
１
５
０
人
が

参
加
し
ま
し
た
。

　

平
成
23
年
度
に
は
、
さ
ら
に
消

費
生
活
相
談
事
業
を
充
実
す
べ

く
、
国
の
地
方
消
費
者
行
政
活
性

化
事
業
の
活
用
に
よ
り
、
専
門
の

嘱
託
相
談
員
を
雇
用
す
る
た
め
の

予
算
を
計
上
し
、
相
談
体
制
の
強

化
を
図
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

小
児
医
療
費
を
無
料
化

　

10
月
１
日
か
ら
中
学
３
年
生
ま

で
の
医
療
費
を
無
料
に
し
ま
す
。

　

本
市
で
は
、
通
院
は
就
学
前
ま

で
、
入
院
に
つ
い
て
は
小
学
６
年

生
ま
で
無
料
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、市
独
自
の
施
策
と
し
て
、

平
成
21
年
７
月
受
診
分
か
ら
、
子

育
て
支
援
医
療
費
助
成
の
制
度
を

設
け
、
通
院
・
入
院
と
も
に
中
学

３
年
生
ま
で
は
医
療
費
の
２
割
分

を
助
成
し
、
保
護
者
の
実
質
的
な

負
担
は
１
割
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

子
育
て
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な

諸
施
策
を
通
じ
、
総
合
計
画
の
基

本
構
想
に
も
掲
げ
る
「
安
心
し
て

子
供
を
出
産
し
、
育
て
る
こ
と
が

で
き
る
ま
ち
」「
子
供
た
ち
が
夢

を
持
ち
続
け
ら
れ
る
ま
ち
」
の
実

現
を
目
指
し
ま
す
。

高齢者の被害防止を学んだ勉強会

蔵書が溢れる現在の瀬戸内市立図書館




